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流通とＳＣ・私の視点 

2012 年 11 月 16 日 
 

Ｉ Ｓaw Ａll Ａmerica（その 226）!! 

― グレープバイン・ミルズの再人気化 ― 
 
ダラス郊外に立地する「グレープバイン・ミルズ」の人気が復活しています。グレープバイン・ミルズは

ミルズ型ＳＣと呼ばれ、1990 年代の初めから開発されたバリューセンターです。グレープバイン・ミルズ

のＳＣ概要は次の通りです。 

オープン時期 1977 年 

総 店 舗 面 積 165,261 ㎡ 

核 店 構 成 

ラストコール（ニーマンマーカスのアウトレット業態） 
オフフィフス（サックスフィフスアベニューのアウトレット業態） 
ＪＣペニーアウトレット（ＪＣペニーのアウトレット業態） 
マーシャル（オフプライスストア）、ＡＭＣシアター（30 スクリーン） 

店 舗 数 198 店 

グレープバイン・ミルズはＳＣ業態としては「バリューセンター」と呼ばれています。ＳＣのグレードモ

デルから見ると次のようなポジショニングにあります。 

第１のタイプ ツーランク上のグレードのＳＣ サウスコースト・プラザ 

第２のタイプ ワンランク上のグレードのＳＣ トパンガ・プラザ 

第３のタイプ スタンダードのグレードのＳＣ ジ・オークス 

第４のタイプ ワンランク下のグレードのＳＣ ブルーバード・モール 

第５のタイプ 
ツーランク下の 

グレードのＳＣ 

アウトレットセンター プレミアム・アウトレット 

バリューセンター ミルズ型ＳＣ 

グレープバイン・ミルズのようなバリューセンターは「ツーランク下のグレードのＳＣ」であり、アウト

レットセンターとバリューセンターがあります。ここでアウトレットセンターやバリューセンターを「ツー

ランク下のグレードの“ＳＣ”」と呼ぶのは、これらの業態が「業態的にフルライン」であり、かつ「出向

動機がＳＣと同じ」であるからです（六車流：マーケティング理論）。 

私は最近にグレープバイン・ミルズを見て、かなり人気が回復しているように感じました。ミルズ型ＳＣ

は開発された当初（1990 年代）には大人気となったものの、やがて定番化してサイモンプロパティに買収

されましたが、今、再人気化して安定した業態に育っています。グレープバイン・ミルズのようなミルズ型

ＳＣが再人気化している要因は次の通りです。 

①不景気と成熟経済化によるニューポピュラー層の増大 

アメリカの景気が後退し、スペンドシフト（消費支出の低価格志向）とトレードダウン（ワンランク下の

業態への消費志向）へ進んでいます。同時に、経済が成熟化すると貧困層ではない低所得者であるニュー

ポピュラー層が増大します。彼らはバリュー志向の消費を好み、これがグレープバイン・ミルズの再人気

化に結びついています。 

②フルライン業態の導入による「廉価版ＳＣ化」 

カテゴリーキラー型業態の集積であるパワーセント―とは異なり、百貨店のアウトレット、ＧＭＳのアウ

トレット、オフプライスストア、アウトレット専門店、リーズナブルテナント、レストラン街、エンター

テインメント施設の導入により、廉価業態ではありますがフルライン業態を導入して「廉価版のＳＣ」と

しての位置づけを確立しています。 

③サキュレートモール（循環モール）による「出向動機がＳＣと同質化」 

一方通行型のサーキュレートモール（レーストラック型ＳＣ）に 200 店舗のテナントを配置し、かつ、モー

ル自体に色々な演出を行って楽しいモールを形成し、もはや廉価業態を意識しなければ本格的ＳＣと感じ

られる仕組みのＳＣです。それゆえに、購買動機（モノを買う時の動機）はＳＣとは異なりますが、出向

動機（ＳＣへ出かける時の動機）はＳＣと同じであり、客はグレープバイン・ミルズをＳＣとして利用し

ています。 
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